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は　じ　め　に

 この小論に先立ち，「J.S.バッハ作曲『二声インヴェンション』1) の楽曲分析と演奏解釈」2) 
と題し，「第1番　ハ長調　BWV 7723)」から「第11番　ト短調　BWV 782」までの11曲を，
「豊橋短期大学研究紀要　第2号」から「同第12号」の各号に，それぞれ楽曲分析し演奏解
釈した．また，「第12番　イ長調　BWV 783」から「第15番　ロ短調　BWV 786」までを，
「豊橋創造大学短期大学部研究紀要　第14号」から「同第17号」に，同じく楽曲分析し演
奏解釈した．続いて，「J.S. バッハ作曲『三声シンフォニア』の楽曲分析と演奏解釈」と題し，
「第1番　ハ長調　BWV 787」から「第3番　ニ長調　BWV 789」を，「豊橋創造大学短期
大学部研究紀要　第19号」から「同第21号」に，楽曲分析し演奏解釈した．この小論も，
それらと同じ観点にたって，「三声シンフォニア」の「第4番　ニ短調　BWV 790」を取り
上げたものである．

楽曲分析と演奏解釈

 「W.F. バッハのための小曲集」4) において，この「Sinfonia 4」にあたるのは，50番目の
曲で，「Fantasia 2」（BWV 790）と題されている．双方には，表Ⅰに示したような若干の
違いが見られる．「Fantasia 2」の 10  5) 上声2拍～3拍めのB音6) 上にタイがないのは，単な
るつけ忘れと思われる．

01） 「二声インヴェンション」と「三声シンフォニア」という呼び名については，豊橋短期大学研究紀要第
２号「J.S. バッハ作曲『二声インヴェンション』の楽曲分析と演奏解釈」藤本逸子1985年（以下「第２
号における小論」）の「『インヴェンション』について」の項を参照のこと．

02） 作品名・書名・強調語句は，原則として「　　」に入れて表す．
03） BWV＝Bach-Werke-Verzeichinis, W. シュミーダーによるJ.S. バッハ作品総目録番号．
04） 「W.F. バッハのための小曲集」については，「第２号における小論」の「『インヴェンション』について」
の項を参照のこと．

05） 小節数は，数字を□で囲むことによって表す．例，第４小節め→ 4  ，第３小節めから第10小節め→ 3
～ 10 ．

06） 音名は，原則としてドイツ音名で表す．例，変ロ音→B音，嬰ヘ音→Fis音．

解　　釈
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表Ⅰ　「Sinfonia 4」と「Fantasia 2」の相違箇所

Sinfonia 4 Fantasia 2

　 2 　　 上声4拍め　Gis音 A音
　 4 　　 中声4拍め　Cis音上に 
　10　　 上声2拍め～3拍め　B音上にタイ

　 2 　　 上声4拍め　Gis音 Fis音 Gis音
　 4 　　 中声4拍め　Cis音上に装飾記号なし
　10　　 上声2拍め～3拍め　B音上にタイなし

　楽　曲　分　析　（譜17) 参照）
 この曲は，二つの部分からなり，それぞれの部分は，次のような構成になっている．

第1部　　 1 ～ 13（12.5） 第2部　13 ～ 23（10.5）
前　半 前　半
　主　　題　　 1 ～ 2 （1） 　主　　題　　13 ～ 14（1）
　主　　題　　 2 ～ 3 （1） 　主　　題　　14 ～ 15（1）
　間 奏 １　　 3 　　　（1） 　主　　題　　15 ～ 16（1）
　主　　題　　 4 ～ 5 （1） 　主　　題　　16 ～ 17（1）
　間 奏 ２　　 5 　　　（1） 　主　　題　　17 ～ 18（1）
　主　　題　　 6 ～ 7 （1） 　間 奏 ５　　18 ～ 19（1）
　間 奏 ３　　 7 　　　（1） 　カデンツ　　19　　　（0.5）
　カデンツ　　 8 　　　（0.5）
後　半 後　半（コーダ）
　主　　題　　 8 ～ 9 （1） 　主　　題　　20 ～ 21（1.5）
　主　　題　　 9 ～ 10（1） 　主　　題　　21 ～ 22（1）
　間 奏 ４　　10 ～ 11（1.5） 　カデンツ　　22 ～ 23（1.5）
　主　　題　　12 ～ 13（1）
　カデンツ　　13　　　（0.5）

　各部分における楽曲分析

第1部
前　半
　主　題
1 ～ 2  ・ 1 ～ 2  上声部に，十六分休符の後，主題（T）が現われる．（T）は，十六分音

符で刺繍音的動きをする要素（a）と八分音符で跳躍上行する要素（b）からでき
ている．これらの要素は，（a1）（b1）（a2）（b2）と並び，（T）をなしている．（a1）

07） この小論における「Sinfonia ３」に関する楽譜は，Johann Sebastian Bach「Inventionen und 
Sinfonien」Urtext（Bärenreiter-Verlag. Kassel 1972）を用いている．国内においては，ベーレンライター
社の許可を得て，全音楽譜出版社が，印刷出版している．
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から（b1）へは，4度跳躍下行している．（b1）内は，6度跳躍上行している．（b1）
と（a2）のある拍は，タイで結ばれ（T）のリズム的特徴であるシンコペーショ
ンをなしている．（a2）から（b2）へは，5度跳躍下行している．（b2）内は，7度
跳躍上行している．（b2）も（T）最後の十六分音符の動きにタイでつながり，シ
ンコペーションをなすことで，（T）を女性終止させている．

 ・ （a）と（b）の連結時の跳躍下行の音程，および（b）内の跳躍上行の音程は，
上記の音程が基本となるものの，和声や転調により，変化して出現する．

 ・ 1 ～ 2  中声部は，休止している．
 ・ 1 ～ 2  下声部は，経過音を含むものの主調d moll8) のⅠ9) ⅤⅠの和音を八分音

符で奏で，しっかり和声的に支えている．この順次上行する3度の動きを要素（c）
とする．

　主　題
2 ～ 3  ・ 2 ～ 3  上声部は，（c）の反行形を凝縮した動き（ c/）の後，A音で音を止め，

a mollへの転調を明確にしている．続いて（a）で中声部の（T）にそい，カデ
ンツ的動きを経て， 3  でa moll主音のA音に入る．

 ・ 2 ～ 3  中声部は，（T）をa mollで奏でている．
 ・ 2 ～ 3  下声部は，上声部 2  1拍めの（ c/）の動きを1オクターブ下で受けるか

のように， 2  2拍めに（ c/）を置いている． 2  3拍め～ 3  1拍めの動きは，a 
mollのカデンツ（K）のバスの動きをしている．

　間奏１
3  ・ 3  上声部は，四分音符と（a）が交互に置かれている．（a）から四分音符への連

結は，4度跳躍上行している．4度跳躍下行する（T）における（a1）から（b1）
への連結の反行した動きとなっている．

 ・ 3  中声部は，（a）と四分音符が交互に置かれ，上声部と掛け合いになっている．
 ・ 3  下声部は，休止している．
 ・ 3  この間に，a mollから，d mollに，戻っている．
　主　題
4 ～ 5  ・ 4 ～ 5  上声部は，（c）の逆行形のリズム的拡大をした（c ←×）に（a）がつな

がっている．この動きの中で，d mollのⅠを響かせている．
 ・ 4 ～ 5  中声部は，（ c/）の後，d mollの旋律短音階構成音にそって 5  頭の主音

D音へ順次上行している．
 ・ 4 ～ 5  下声部は，（T）である． 1 ～ 2  上声部と同じd mollの（T）を2オクター

ブ下で奏でている．

08） 調名は，原則として，ドイツ音名を用い，ドイツ音名の大文字は長調，小文字は短調を表す．例，ハ
長調→C dur あるいはC:，イ短調→a moll あるいはa:．

09） 和音記号の和音の度数は，大きい字体のローマ数字（音度記号）で表し，和音の形体は，アラビア数
字（形体指数）で表す．例　一度の和音→Ⅰ，属七の和音→Ⅴ7
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　間奏２
5  ・ 5  上声部は，間奏1 3  に，似た動きをしている．ただし，（a）から四分音符の

連結は，4度と5度の跳躍下行となっている．
 ・ 5  中声部も， 5  上声部同様，間奏1 3  に，似た動きをしており，（a）から四分

音符の連結は，5度の跳躍下行となっている．間奏2も，間奏1同様，上声部と
中声部で掛け合いになっている．

 ・ 5  下声部は，（ c/）と四分音符が交互に置かれ，リズム的には，中声部にそい，
上声部と掛け合いになっている．

 ・ 5  の間，d mollからF durに転調している．
　主　題
6 ～ 7  ・ 6 ～ 7  上声部は，四分音符，（c）がリズム的に凝縮した（c/），四分音符，（ c/）

と並んでいる．
 ・ 6 ～ 7  中声部は，（a）の変形した（a′），四分音符，（ c/），（ c/）と並んでいる．

6  3拍めまでは，上声部と掛け合いになっているが，4拍めは，上声部も中声部
も（ c/）を同時に鳴らし，両声で6度の音程を保ちながら順次下行している．

 ・ 6 ～ 7  下声部は，F durで，（T）を奏でている．ただし，F dur下中音から，（T）
が始まっているので，（a1）から（b1）へは5度跳躍下行，（b1）内は7度跳躍上行，
（a2）から（b2）へは3度跳躍下行と，跳躍音程が変化している．（b2）内は，7
度跳躍上行で，変化していない．

　間奏３・カデンツ
7 ～ 8  ・ 7 ～ 8  上声部は，F durの属音を二分音符で長く鳴らした後，（a）を4回置き，

F durの上中音に入って，第1部の前半を終えている．
 ・ 7 ～ 8  中声部は，（a）の後，F durの主音を長く3拍伸ばし，導音からF durの

主音へ納まると思いきや十六分休符に入り，第1部の前半を終えている．
 ・ 7 ～ 8  下声部は，（a）の後，F dur主音から，短7度跳躍上行し，以下，順次

下行して，F durの（K）と続き，第1部の前半を終えている．
後　半
　主　題
8 ～ 9  ・ 8 ～ 9  上声部は，休符とタイによるシンコペーションのリズムで，中声部の

（T）の動きにそって6度上で，2度順次下行する短い動きをしている．
 ・ 8 ～ 9  中声部は，F durの主音から始まる（T）である．
 ・ 8 ～ 9  下声部は， 1  下声部と同じ動きをF durで行っている．
9 ～ 10  ・ 9 ～ 10  上声部は， 8 ～ 9  中声部同様，F durの主音から始まる（T）を， 8

～ 9  中声部の（T）の1オクターブ上で奏でている．この（T）が，本曲最高音
域の（T）である．

 ・ 9 ～ 10  中声部は， 8 ～ 9  上声部と同じ動きを， 8 ～ 9  上声部と同じ高さで
行っている． 9 ～ 10  上声部の（T）の動きに3度下で，そうかたちになっている．
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 ・ 9 ～ 10  下声部は， 8 ～ 9  下声部と同じ事を1オクターブ上で行っている．
　間奏４
10 ～ 11  ・ 10 ～ 11  上声部は，10  では，主題の終止音のF dur上中音をタイでそのまま長く

伸ばし，11  では，間奏1の中声部のように，（a）と四分音符を交互に置いている．
ただし，3拍めは（a′）である．

 ・ 10 ～ 11  中声部は，10  では，F durの主音を伸ばした後に（ c/）を置き，11  では，
間奏1の上声部のように，四分音符と（a）を交互に置いている．ただし，2拍め
は（a′）の反行形（

′ a

）である．
 ・ 10 ～ 11  下声部は，（a）と（b）の組合せを2度下行するかたちで，3回ゼクエン

ツしている．（a）と（b）は5度跳躍下行してつながり，（b）内は8度跳躍上行
している．

 ・ 10 ～ 11  の間で，F durからd moll，さらにa mollへと転調している．
　主題・カデンツ
12 ～ 13  ・ 12 ～ 13  上声部は，a mollの属音から始まる（T）である．（a1）から（b1）へは

5度跳躍下行，（b1）内は4度跳躍上行，（b2）内は4度跳躍上行と，跳躍音程が
変化している．（a2）から（b2）へは，5度跳躍下行で変化していない．主題に第
1部を終了させるカデンツが続くが，導音を巡る刺繍音的動きの後，主音を鳴ら
さず十六分休符に入る．その終止の仕方は， 8  の第1部前半の終わりの中声部
に似ている．

 ・ 12 ～ 13  中声部は，12  頭で，半音上行してa mollの主音A音に行き，そこから
13  2拍めa mollの上主音H音まで，八分音符と四分音符の組み合わせのリズム
にのって，半音階で一気に下行し，3拍めでa mollの主音A音に納まり，第1部
を終えている．

 ・ 12 ～ 13  下声部は，2度順次下行する八分音符と（a），2度順次上行する八分音
符と（a）の組合せで動いた後，a mollのカデンツに入り，主音A音を鳴らして
第1部を終えている．

第2部
前　半
　主　題
13 ～ 14  ・ 13 ～ 14  上声部は， 1 ～ 2  上声部と同じ（T）を，a mollで鳴らしている．
 ・ 13 ～ 14  中声部は， 1 ～ 2  中声部と同じように休止している．
 ・ 13 ～ 14  下声部は， 1 ～ 2  下声部と同じ（c）を，a mollで鳴らしている．
　主　題
14 ～ 15  ・ 14 ～ 15  上声部は，a mollからg mollへの急激な転調を助けるように短2度下行

と短2度上行を行っている．
 ・ 14 ～ 15  中声部は，a moll属音から始まりg moll上中音に終わる（T）を置いて



70 豊橋創造大学短期大学部研究紀要　第22号

いる．（T）の中で急激な転調を行っているので，（a1）から（b1）へは5度跳躍
下行，（b1）内は7度跳躍上行，（a2）から（b2）へは3度跳躍下行と， 6 ～
7  下声部の（T）と同じように跳躍音程が変化している．（b2）内は，これも，
6 ～ 7  下声部の（T）と同じように，7度跳躍上行で変化していない．

 ・ 14 ～ 15  下声部は，a moll主音に（a）を続け，15  に入って，g moll属音から主
音まで，音階構成音で順次下行し，g mollを確立している．

　主　題
15 ～ 16  ・ 15 ～ 16  上声部は，g moll主音を豊かに響かせた後，（a′）の逆行形の反行形（

′ a

←）
を置き，g moll導音から主音へ納まっている．

 ・ 15 ～ 16  中声部は，（a）（a）と置き，g moll下中音を響かせた後，（a′）の反行
形（ 

′ a

）を経てg moll属音に至っている．
 ・ 15 ～ 16  下声部には，g moll主音から始まる安定した（T）がある．
　主　題
16 ～ 17  ・ 16 ～ 17  上声部は，g moll属音から始まりF dur上中音に終わる（T）を置いて

いる．14 ～ 15  中声部同様，（T）の中で急激な転調を行っているので，（a1）か
ら（b1）へは5度跳躍下行，（b1）内は7度跳躍上行，（a2）から（b2）へは3度跳
躍下行と，14 ～ 15  中声部の（T）と同じように跳躍音程が変化している．（b2）
内は，これも，14 ～ 15  中声部の（T）と同じように，7度跳躍上行で変化して
いない．

 ・ 16 ～ 17  中声部は，休止している．
 ・ 16 ～ 17  下声部は，（a）に続いてF durの属音から十六分音符が音階構成音で順

次下行し，17  に入って（c）を置き，F durの主音に納まっている．
　主　題
17 ～ 18  ・ 17 ～ 18  上声部は，（a′）に続いてF durの上中音から十六分音符が音階構成音で

順次下行し，F durの下中音に停まり，d mollに転調する準備をしてから，（ c/）
を経てd mollの導音にとどまる．

 ・ 17 ～ 18  中声部は，F dur主音から始まる安定した出だしであるが，後半，d 
mollへの転調のため，（a2）から（b2）へは6度跳躍下行，（b2）内が6度跳躍上行，
と変化した（T）がある．

 ・ 17 ～ 18  下声部は，八分休符の後，F durの主音を鳴らし，（c）の反行形（ c）を
置いている．

　間奏５・カデンツ
18 ～ 19  ・ 18 ～ 19  上声部は，d mollの導音に（a′）の逆行の反行形（ 

′ a

←）が続き，d 
mollの下中音を響かせた後，（a′）（a）が，カデンツの上に乗り，d mollの上中
音に納まり第2部の前半を終えている．

 ・ 18 ～ 19  中声部は，（a）（b）（a′）（ c/）（c）と連なり上主音で係留し，d mollの
属音につながり第2部の前半を終えている．19  中声部の1～2拍めの（a′）（ c/）は，
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19  上声部の3～4拍めの（a′）（ c/）と掛け合いになっている．
 ・ 18 ～ 19  下声部は，18  に（  c）を置き，19  では（a′）の反行形のリズム的に拡大

された（ 

′ a

×）と（c）でカデンツをなし，d mollの主音に納まり第2部の前半
を終えている．

コーダ
　主　題
20 ～ 21  ・ 20 ～ 21  上声部は，（a）の後，d mollの下中音から主音まで半音階で上行してい

る．リズム的変化はあるものの 12  中声部の反行をしている．
 ・ 20 ～ 21  中声部は，d mollの主音に（a）（ c/）が続き，21  でg mollに急激に転

調して，（a）につながっている．
 ・ 20 ～ 21  下声部は，20  のd mollの主音から始まる安定した（T）の後，21  でg 

mollに急激に転調し，（a）に続いて，1オクターブ下で中声部の音をリズム的に
変化させて（ c）のかたちで追いかけている．

　主題・カデンツ
21 ～ 23  ・ 21 ～ 23  上声部は，途中，g mollの（T）の上を通りながらも，d mollの主音か

ら1オクターブ下の主音まで，半音階で下行している．同様の動きは，12  の中
声部にも見られる．行き着いたd mollの主音で全曲を閉じている．

 ・ 21 ～ 23  中声部は，g mollの主音から始まる（T）を置くが，最後の（b2）内を
4度と跳躍上行音程を変化させてd mollに戻り，（a）（b）（a）（a）と続けて，お
だやかにd mollの主音に納まり全曲を終えている．

 ・ 21 ～ 23  下声部は，（a）（a）（ c/）が並び，カデンツの中に（a）を入れてd moll
の属音に進み，最後はd mollの主音で曲を閉じている．
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　演　奏　解　釈　（譜2参照）

テンポ
 テンポに関して，諸校訂版10) は，表Ⅱのような指示をしている．

表Ⅱ　諸校訂版における「Sinfonia 4」のテンポに関する指示

校 訂 者 テンポに関する指示

Hans Bischoff
Ferruccio Busoni
Alfredo Casella
S.A. Durand
James Friskin
Vilém Kurz
Wm. Mason
G.E. Moroni
Bruno Mugellini
Julius Rötgen
井口　基成
千倉　八郎

Andante mesto
Andante con moto
Andante cantabile
Andante mesto
Poco adagio
Andante mesto
Andante
Allegretto moderato
Andante con moto
Andante
Andante
Andante

♩＝56

♩＝56

♩＝84
♩＝63
♩＝66

♩＝60

 また，内外10人の演奏時間は，表Ⅲのとおりである．

表Ⅲ　諸演奏家における「Sinfonia 4」の演奏時間

演 奏 者 録 音 年 楽　　器 演奏時間

Aldo Ciccolini
Christoph Eschenbach
Glenn Gould
Tatyana Nikolayeva
András Schiff
高橋　悠治
田村　　宏
Kenneth Gilbert
Gustav Leonhardt
Helmut Walch

不明
1974年
1963～64年
1977年
1982～83年
1977～78年
不明
1984年
1974年
1961年

ピアノ
ピアノ
ピアノ
ピアノ
ピアノ
ピアノ
ピアノ
チェンバロ
チェンバロ
チェンバロ

2′ 16″
2′ 13″
3′ 17″
2′ 45″
2′ 05″
2′ 04″
1′ 46″
1′ 50″
1′ 47″
2′ 03″

 いずれの演奏も「速さ」を楽しむものはない．「Sinfonia 4」もチッコーリーニ・シフ・
高橋らが装飾音符を加えて演奏している．特に高橋は多くの装飾音を華やかに用いている．
このテンポならば装飾音も美しく効果的である．グールドとニコラエワの演奏は，かなり
ゆったりしたテンポであるが，装飾音を加えることなく，曲の骨幹をシンプルに提示した演

10） 各校訂版及び，各CDの出版については，本小論の「参考文献・参考楽譜・参考CD」の項を参照のこと．
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奏をしている．シフの演奏は，愛しみを込めたもので，「Sinfonia 4」が，あたかも彼の恋
人であるかのように聞こえ，心惹かれる．レオンハルトの演奏は，タイがあまりにも強調さ
れており，驚かされた．ギルバートの演奏も少しその傾向があるので，チェンバロという楽
器の特性かとも思われるが，ヴァルハは，そのような表現をしていない．
 筆者は，「Andante ♩＝60」という少し遅めのAndanteをとる．校訂版には，mestoの
表示も数あるが，悲しみよりはむしろ骨太な表現を楽しみたい．よって，装飾音を加えるこ
とはしない．

アーティキュレーション
 十六分音符はレガートとし，八分音符等の十六分音符より長い音符はノンレガートとす
る．タイの後は，続けず切って奏する．

装飾音
 筆者は，装飾音の必要を感じない．

　各部分における演奏解釈

1 ～ 3  ・ Pで，始める．このPは，悲しみのPではなく，深さを感じるPである．
 ・ 1  上声部（T）は，下声部の動きに乗って，十六分音符のレガートと八分音符の

ノンレガートによるアーティキュレーションの違いと，タイによるシンコペー
ションのリズムを生かし堂々と奏す．

 ・ 2  上声部は，音の上行する動きに従って 3  頭のA音に向けてcresc.する． 2  

中声部（T）も，上声部にそってcresc.する． 2  下声部は，カデンツ的動きで上
の2声をしっかり支える．

 ・ 3  上声部と中声部は，掛け合いを楽しみながら，音の下行にそって少しdim.す
る．

4 ～ 8  ・ 4  下声部の（T）の特性を生かすように，太い絃や太い管をイメージして，Pよ
り音量を増してmPとする． 4  中声部の十六分音符は， 4  下声部の（T）と掛
け合うようにし，（T）にそって少しcresc.する． 4  上声部は，下2声の上にオ
ブリガートのように乗る．

 ・ 5  3声の掛け合いを楽しみながら，ほんの少々 dim.する．
 ・ 6  下声部の（T）と一緒になって，上2声も掛け合いながら， 7  頭に向けて

cresc.する．
 ・ 7 ～ 8  は，下声部の八分音符の下行する動きを美しく鳴らし，それにそって，

dim.しながらカデンツに入り，第1部の前半を衒いなく終える．
8 ～ 13  ・ 第1部の後半は，mf  で始める．少しエネルギッシュに朗々と奏したい．
 ・ 8 ～ 9  中声部の（T）をcresc.する．それに続くように，9 ～ 10  上声部の（T）
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も，全曲最大のクライマックスである 10  2拍めB音に向けてcresc.する． 8 ～
10  下声部の（c）は，それらの（T）をしっかり支えながら，同じようにcresc.
する．

 ・ 10 ～ 11  の間奏4は，掛け合いながら，盛り上がったエネルギーを少し消化して
いくように，dim.する．

 ・ 12 ～ 13  は，上声部の（T）を意識しながらも，中声部の下行する半音階を美し
く響かせ，それにそいながらdim.し，カデンツに入って第1部を静かに終わる．

13 ～ 16  ・ 第2部は，仕切直しのように改めて，mf  で始める．
 ・ 13 ～ 14  上声部は，上声部としては低い中音域の（T）であることを生かし，重

みのあるmfとする．13 ～ 14  下声部（c）は，13 ～ 14  上声部の（T）を支え豊
かに響かせる．

 ・ 14 ～ 15  は，中声部の（T）が転調のため不安定になっていることを，朗々と歌
わずにmpで悩んでいるような音にすることによって表現したい．

 ・ 15 ～ 16  は，mf  にもどる．14 ～ 15  とうってかわって，下声部にある（T）を晴々
と歌い，上2声も掛け合いを楽しみながら美しく歌う．

16 ～ 19  ・ 16 ～ 17  は，上声部に悩みの（T）がある．第2部は，悩みのエネルギーでクラ
イマックスなる．3声とも 17  2拍めB音に向けてcresc.する．

 ・ 17 ～ 18  は，中声部に悩みを克服した喜びの（T）がある．上声部は，中声部（T）
と掛け合いを楽しみながらエネルギーを消化し，dim.して間奏5に入っていく．
下声部は，安定した八分音符の動きで上2声を支え，これもdim.して間奏5に入っ
ていく．

 ・ 19  は，間奏5に続くカデンツで，第2部のクライマックスのエネルギーを消化し
た後，穏やかに，第2部の前半を終わる．

20 ～ 23  ・ コーダは，少し元気の良いmpで始める．
 ・ 20  は，下声部の安定した（T）を豊かに歌い，上声部の上行する半音階を美しく

響かせる．中声部は，上下2声と連携をとって，3声でcresc.していく．
 ・ 21 ～ 22  は，中声部の（T）を意識しながら，上声部の下行する半音階を美しく

歌う．下声部の十六分音符は，上声部の半音階の動きにそい，3声全体でdim.し
ながらカデンツに向かう．

 ・ 22 ～ 23  カデンツは，少しテンポをゆるめて，21  から続く上声部の下行する半
音階にそって，3声ともなおdim.し，穏やかに全ての声部がD音に納まり，静か
に，しかし，堂々と曲を閉じる．

 ・ 最後の終止音は，主音のみである．したがって，弾き方によってはピカルディの
三度にも聞こえる．堂々と終わるが，決して元気が良すぎないよう注意し，あく
まで，短三和音を感じるように終止する．
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お　わ　り　に

 「Sinfonia 4」は，演奏者によって様々な魅力を引き出せる曲である．シフのように，あ
くまでナイーブで繊細な美しさを求めることもできるし，ニコラエワのように，シンプルで
決然とした美しさを求めることもできる．筆者は，悩みにうち勝つ勇壮な表現をとったが，
しなやかな愛おしい表現にも惹かれている．年を経た後，同じ曲で全く違う演奏解釈をする
のも楽しいことであろう．
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譜1　「Sinfonia 4」BWV 780 1 ～ 23　（楽曲分析）
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譜2「Sinfonia 4」BWV 780 1 ～ 23　（演奏解釈）
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